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今年度は AT（アシスティブテクノロジー）、AAC（拡大代替コミュニケーション）に関

する教材の製作講座を中心に AT、AAC に関する教材と木材などを使用した手作りの教材

の研究を行った。教材製作講座は都立鹿本学園を会場にして、平成 2８年度は３回実施した。

夏季休業中の勤務時間内に行われた製作講座では 26 人にのぼる多くの教員が参加した。比

較的時間に余裕のある長期休業中には教員が参加しやすいためではないかと思われる。夏季

休業中に行った製作講座では、スイッチ製作とともに、あらかじめ電池式の玩具を多めに購

入して用意し、希望者には外部スイッチを接続できるような改造も行った。最近の玩具はハ

イテク化されたものが多く、外部スイッチの接続がしにくい物が多いが、縁日イベント用の

景品玩具を販売している企業では、電池で動く光り物の玩具がセットで販売されており、因

果関係の理解に使えるものが多いため、それを購入した。今回の研究報告ではスイッチ教材

以外に木材を使った教材も紹介した。スイッチ単体の教材だと因果関係の理解を学ぶのには

最適であるが、それより発展した発達段階の学習を望む場合、木材などを使った立体的な教

材が必要になってくる。障害の重い子どもにとって、物を見て覚えたり、形の弁別をしたり

する学習を行う場合、実際に触れることができる立体的な教材が理解しやすい。本研究では

木材とスイッチを組み合わせた教材も試作し授業に取り入れてみた。 

 

１．校内スイッチ製作講座の開催 

①第 1 回スイッチ製作講座  

平成２８年８月３日（水）開催（参加者２６名） 

会場：都立鹿本学園 技術室  

おにぎりケースを使った VOCA、BD アダプター、棒スイ

ッチの製作、おもちゃの改造等を行った。 

 

 

 

 

②第 2 回スイッチ製作講座開催  

平成２９年１月２０日（金）開催（参加者１０名） 

会場：都立鹿本学園 技術室 

各種スイッチの製作、電池式のおもちゃの改造等を行った。 

教員だけでなく学校介護職員の参加もあった。 

 

 



③第 3 回スイッチ製作講座 

平成２９年２月２８日（火）開催（参加者４名） 

会場：都立鹿本学園 技術室 

おにぎりケースを使った VOCA の作製を中心に行った。 

 

 

 

 

２．スイッチや木材を使った教材の活用 

① 可動式のスイッチ教材 

スイッチと動かす玩具の距離は重要である。 

障害が重く、目と手の協応が難しい子ほど、スイッチ

と動かす玩具が離れていると、スイッチを押せても何

が起こっているのかが分かりづらいことになる。その

場合、スイッチと玩具の距離が短い方が認知しやすく、

極端にいえばスイッチを押す部分が動くような教材が、

一番因果関係が分かりやすくなる。 そういうことを考

慮に入れ、スイッチと動く玩具の距離を自由に変えられるような教材を作ってみた。 ０ｃ

ｍ～３５ｃｍまでスイッチと玩具の距離を変えることができるため、徐々にスイッチと玩具

の距離を離していき、離れてもスイッチの因果関係が分かるようにした。 

 

② 型はめ教材と打楽器装置 

丸い形の板をはめ板の枠にはめると、打楽器装置が動く仕組み

の教材である。単に型はめするだけでなく、はめてオモチャが動

くという動機付けや因果関係の理解につなげることをねらいと

した教材である。はめ板の真ん中にマイクロスイッチを設置し、

丸い形の板をはめるとカプチーノミキサーの教材が動き、鉄琴に

当たって音が鳴る仕組みである。  

 

 

 

 

 

 

 

 



③ 3 分割 2 分割パズル 

三分割二分割パズルを作成。 

イラストは頭が３頭身でパズルにしやすいものを活用した。 

主に個別学習の指導で使用した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 敷居テープを使った型はめスイッチ 

 

形の弁別学習に使う教材である。  ○の形をはめ板に入れる

とき、入れやすいように上下に枠をつけ、敷居テープですべ

りやすくした。はめ板の丸い枠の中にはゲーム用プッシュス

イッチ（４ｃｍ径）を入れてある。手が不器用な子でも入れ

やすく、電動玩具を接続することで、行動のフィードバック

が強化される。 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 文字を読む学習用の型はめ教材 

三文字のひらがなの単語を学習

するための教材である。タブレッ

トのアプリ教材のような凹凸のな

いものよりも、実際に手でつかん

で、パチンとはめる実感によって

文字を認識しやすくなる。 

 

 

 

 



⑥ 手で触れて回転させる教材 

  触れると円筒部分が回転し、中の鈴が鳴る教材である。

肢体不自由校でもスイッチ教材以外に、こういった直接手に

触れて すぐフィードバックがある教材はとても大事である。

目と手の協応が難しい子どもにはとてもよい教材である。 

 

 

 

 

３．パワーポイント教材と他の教材を組み合わせた活動例 

①国語・算数「どうぞのいす」パワーポイント教材 

 

国語・算数の題材に「ど

うぞのいす」を取り上げた。

原本の絵本はとても味のあ

るストーリーと絵であるが、

障害の重い子にとっては内

容が難しく、絵と背景のコ

ントラストが分かりにくく

なる。そこで登場する動物

などの絵を flash で作り直し、背景はすべて黒、ストーリーも簡単な内容にした。パワーポ

イントのアニメーション機能や効果音も入れて視認しやすいようにした。 

 

②「どうぞのいす」動物のペープサートとお面 

パワーポイントのみの絵の提示だけでなく、ペープサートを子どもの間近で見せたり触れ

させたりすることが、視線を向けさせるのに有効である。絵本の再現遊びでは、かぶりもの

をかぶった教員がペープサートを持って登場するようにした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



③「どうぞのいす」丸い形をはめると、ミラーボールと音楽が同時に作動する教材 

 

型はめスイッチをはめると、ミラーボールと音楽が同

時に作動する教材である。 

国語・算数「どうぞのいす」の授業のときに椅子の上に

ミラーボールの装置を置き、動物役の子どもが型をはめ

る場面で使用した。児童みんなが興味を持って活動でき

た。形の大小の違いが分かる子には選択させてはめるよ

うにした。それが難しい子は一つの穴に同じ大きさの○

の形をはめるようにした。自分ひとりではめるのが難し

い子は教員の援助を受けながら活動した。 

 

 

 

 

 

 

４．教材と発達段階について 

 障害が重い初期の発達段階の子どもの場合、目や耳での判断が不得意な場合がある。その

段階での教材は、立体的で直接触れると、音や動き、光などのフィードバックがすぐある教

材が分かりやすい。そこで、まず手で触れて実感できる教材が必要になってくる。そのよう

な教材での学習を積み重ねていくと、目で見て判断できるようになり、箱に入った玩具など

が蓋で隠れても入っていることを覚えられるような教材、次に〇△□などの形の弁別、形の

大小の弁別、具体物を使ったマッチング教材などに発展していく。それらが出来るようにな

って、絵カードなどを使った二次元的な教材で学習することができるようになる。特別支援

教育ではイラスト、シンボル、写真などを使った視覚支援、構造化がよく行われ、教育的効

果を生んでいるが、肢体不自由教育の自立活動を主とする課程の子どもはシンボルや絵、写

真等が理解できてない場合が多い。そのためシンボルや絵を使った指導を行う前段階として、

手で触れて目を使って判断できる教材での学習をしっかり行い、スモールステップで一歩一

歩、力を身につけていくことが大事である。 
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